別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：県民生活行政費
	事業名:犯罪被害遺児激励金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
環境生活部　環境生活政策課地域安全室　地域・交通安全担当　電話番号：058-272-1111（内2391）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11260@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：170千円（前年度予算額：170千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　犯罪被害で親等を亡くした高校生以下の遺児に対し、くじけることなく健やかに、た
くましく成長し、勉学に励むよう｢こどもの日｣を機会に激励金を支給し、励ますことを
目的とする。
　また、激励金制度を通して、広く県民や市町村などに犯罪被害者問題への理解と協力
を求めていく。
　＜支給対象＞
　　５月５日現在における、親等を犯罪被害により亡くした者で、義務教育終了まで
の者及び高等学校在学中の者（20歳以上の者は除く）
　＜激励金支給額（１人当たり）＞
	乳幼児・小学生
	中学生
	高校生(20歳未満)

	15千円
	20千円
	25千円


　
	２　所要経費


・報償費（犯罪被害遺児激励金）　　　　　　　　160千円
・消耗品費（感謝状用紙等）　　　　　　　　　　  5千円

・役務費（感謝状筆耕）　　　　　　　　　　　　　5千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる

・出前講座やポータルサイトを活用した啓発等を通して、県民の防犯意識を高める。
	２　これまでの取組状況


　犯罪被害で親御さんを亡くされた遺児に対し、激励金を支給している取り組みを平成

20年度から実施している。

激励金の財源を寄付金とし、制度のＰＲを進めることで、県民への犯罪被害者問題へ

の理解と協力を深めることを図っている。
	３　これまでの取組に対する評価


　激励金制度のＰＲを通して、県民の犯罪被害者問題への理解と協力は少しずつ深まっている。

	１月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	170
	
	
	
	
	160
	
	
	10

	要求額
	170
	
	
	
	
	160
	
	
	10

	1月20日時点査定額
	170
	
	
	
	
	160
	
	
	10

	決定額
	170
	
	
	
	
	170
	
	
	170








